
 災害の発生で通信手段を喪失した場合や復旧対応で通信手段を必要とする場合、地方公共団
体等の要請に基づき、移動通信機器（簡易無線機、ＭＣＡ用無線機、衛星携帯電話）を無償で
貸与します。

 速やかに被災地へ移動通信機器を搬送して通信手段を確保できるよう支援します。

災害対策用移動通信機器の貸与

【連絡先】１ 総務省 信越総合通信局

     無線通信課  TEL 026-234-9984（平日）

        090-8559-0978（夜間・休日）

２ 総務省 電波部 基幹・衛星移動通信課

 重要無線室  TEL 03-5253-5888
 （緊急時に１の連絡先につながらない場合）

関係機関等

被災地

総務省
総合通信局等

地方公共団体
（災害対策本部等）

備蓄基地等（全国11箇所）

②貸し 出し 要請

氾濫して
ません。

準備完了
です。

了解。

簡易無線

③貸出指示
（ 簡易無線、 MCA、

衛星携帯電話）

④被災地へ運搬

災害発生
MCA

衛星携帯

河川の状
況は？

既存の通信インフラが途絶等した場合の被災自治体等における緊急の連
絡手段として使用（復旧状況把握、現場作業連絡、被災者安否確認等）

①災害発生が予測さ れる
場合の需要確認

①’ 災害発生が予測さ れる
場合の配備調整

簡易無線 900台
ＭＣＡ 280台
衛星携帯電話 300台

簡易無線

ＭＣＡ

衛星携帯

1070台
 179台
433台

（令和7年1月作成）



災害対策用移動通信機器の概要

○簡易無線デジタル登録局
ハンディ型 45台

（全国900台）

通信距離：２～４ ㎞程度

○簡易無線デジタル登録局
IP無線機能付
ハンディ型 ５台

（全国165台）

通信距離：２～４ ㎞程度

※ ＩＰ無線の場合、ａｕ回線
エリア内で通信可能

MCA制御局サービス
エリア内※で通信可能

※信越地域のサービスエリア

http://www.mrc.or.jp/service/area.html#area04

○MCA無線機
ハンディ型 10台

       （全国172台）

○可搬型蓄電池 １台 （全国13台）

蓄電池容量 ： 2.5kWh / 重さ ： 52kg

主に移動通信機器の電源として使用

○衛星携帯電話 ３台 （全国 36台）

イリジウム ２台

上空を見渡すことが
できる屋外で使用

南方向の上空を見渡す
ことができる屋外で使用

ワイドスターⅡ １台

○公共安全モバイルシステム

２台 （全国 1000台）

・マルチキャリア回線
・災害時、輻輳による影響を受けに
くい設備構成
・平時は携帯電話として使用可能

（令和7年1月作成）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

